
(57)【要約】

【課題】　高熱を発する電気部品を効率よく冷却し、高

性能であって、かつ、電気部品の発熱に起因する動作異

常の発生することのない電子内視鏡用コネクタを提供す

る。

【解決手段】　操作部から延長されたユニバーサルチュ

ーブの先端部に設けられ、ビデオプロセッサに対して着

脱可能とされたコネクタであって、アウタケース内に収

容された金属フレームと、少なくとも一つの電気部品の

本体部を保持し、金属フレームに対してねじ止めされる

固定板と、金属フレーム内でねじ止めされ、電気部品の

端子部が半田付けされる回路基板と、を備え、固定板と

金属フレームとを固定するねじは、金属フレームに対す

る固定板の相対移動を可能とする固定板に設けた長孔に

挿入され、回路基板を固定するねじは、金属フレームに

対する回路基板の相対移動を可能とする回路基板に設け

た長孔に挿入される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
操 作 部 か ら 延 長 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け ら れ 、
ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 対 し て 着 脱 可 能 と さ れ た コ ネ ク タ で あ っ て 、
ア ウ タ ケ ー ス 内 に 収 容 さ れ た 金 属 フ レ ー ム と 、
少 な く と も 一 つ の 電 気 部 品 の 本 体 部 を 保 持 し 、 前 記 金 属 フ レ ー ム に 対 し て ね じ 止 め さ れ る
固 定 板 と 、
前 記 金 属 フ レ ー ム 内 で ね じ 止 め さ れ 、 前 記 電 気 部 品 の 端 子 部 が 半 田 付 け さ れ る 回 路 基 板 と
、 を 備 え 、
前 記 固 定 板 と 前 記 金 属 フ レ ー ム と を 固 定 す る ね じ は 、 前 記 金 属 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 固 定
板 の 相 対 移 動 を 可 能 と す る 前 記 固 定 板 に 設 け た 長 孔 に 挿 入 さ れ 、
前 記 回 路 基 板 を 固 定 す る ね じ は 、 前 記 金 属 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 回 路 基 板 の 相 対 移 動 を 可
能 と す る 前 記 回 路 基 板 に 設 け た 長 孔 に 挿 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 気 部 品 は 、 絶 縁 シ ー ト を 介 し て 前 記 金 属 フ レ ー ム に 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の
電 子 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 気 部 品 は 、 放 熱 用 シ リ コ ー ン を 塗 布 し た 前 記 絶 縁 シ ー ト を 介 し て 前 記 金 属 フ レ ー ム
に 固 定 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 回 路 基 板 は 前 記 金 属 フ レ ー ム に ね じ 止 め 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ
か １ 項 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ 及 び 光 源 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ る 電 子 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 で は 、 内 視 鏡 の 対 物 光 学 系 に よ る 画 像 を Ｃ Ｃ Ｄ 上 に 結 像 さ せ て そ の 画 像 信 号
を Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル を 介 し て 外 部 の ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 伝 送 し 、 あ る い は 光 源 ユ ニ ッ ト か ら
出 射 し た 光 を ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル に 通 し て 内 視 鏡 の 体 内 挿 入 部 先 端 ま で 送 光 し
て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 操 作 部 か ら 延 長 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ の 先 端 部 に コ ネ ク
タ を 設 け 、 こ の コ ネ ク タ に 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ と の 接 続 プ ラ グ と 光 源 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ
る 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド 差 込 み プ ラ グ を 設 け て い る 。 光 源 ユ ニ ッ ト は ビ デ オ プ ロ セ ッ サ 内 に
備 え ら れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 コ ネ ク タ に は 一 般 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ を 走 査 し て 画 像 を デ ジ タ ル 信 号 と し て 取 り 込 む と と も に 、
Ｃ Ｃ Ｄ か ら の 微 小 信 号 を 増 幅 し て ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 出 力 す る 働 き を す る 回 路 基 板 が 設 け
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ０ ０ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 近 年 の 画 像 処 理 の 高 速 化 、 高 解 像 度 化 、 並 び に 、 内 視 鏡 及 び コ ネ ク タ の
小 型 化 の 要 請 に 対 応 す べ く 開 発 さ れ た 電 気 部 品 （ 電 子 部 品 ） は 、 高 性 能 と な っ た 反 面 、 発
熱 量 が 大 き く な っ て お り 、 こ の よ う な 電 気 部 品 を 回 路 基 板 上 に 配 置 す る と 、 こ の 電 気 部 品
が 発 す る 熱 に よ り 、 回 路 基 板 及 び コ ネ ク タ 内 部 の 温 度 が 上 昇 し 、 回 路 基 板 上 の ほ か の 電 気
部 品 や コ ネ ク タ 内 の ほ か の 部 材 が 動 作 異 常 を き た す こ と が 増 え て き て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ に お い て は 、 操 作 部 か ら 延
長 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 対 し て 着 脱 可 能
と さ れ た コ ネ ク タ で あ っ て 、 ア ウ タ ケ ー ス 内 に 収 容 さ れ た 金 属 フ レ ー ム と 、 少 な く と も 一
つ の 電 気 部 品 の 本 体 部 を 保 持 し 、 金 属 フ レ ー ム に 対 し て ね じ 止 め さ れ る 固 定 板 と 、 金 属 フ
レ ー ム 内 で ね じ 止 め さ れ 、 電 気 部 品 の 端 子 部 が 半 田 付 け さ れ る 回 路 基 板 と 、 を 備 え 、 固 定
板 と 金 属 フ レ ー ム と を 固 定 す る ね じ は 、 金 属 フ レ ー ム に 対 す る 固 定 板 の 相 対 移 動 を 可 能 と
す る 固 定 板 に 設 け た 長 孔 に 挿 入 さ れ 、 回 路 基 板 を 固 定 す る ね じ は 、 金 属 フ レ ー ム に 対 す る
回 路 基 板 の 相 対 移 動 を 可 能 と す る 回 路 基 板 に 設 け た 長 孔 に 挿 入 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 電 気 部 品 は 、 絶 縁 シ ー ト を 介 し て 金 属 フ レ ー ム に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 電 気 部 品 は 、 放 熱 用 シ リ コ ー ン を 塗 布 し た 絶 縁 シ ー ト を 介 し て 金 属 フ レ ー ム に 固 定
し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 回 路 基 板 は 金 属 フ レ ー ム に ね じ 止 め 固 定 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 高 熱 を 発 す る 電 気 部 品 を 効 率 よ く 冷 却 す る こ と が で き る た め 、 高 性 能
で あ っ て 、 か つ 、 電 気 部 品 の 発 熱 に 起 因 す る 動 作 異 常 の 発 生 す る こ と の な い 電 子 内 視 鏡 用
コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 位 置 調 整 が 容 易 な 固 定 板 を 介 し て 金 属 フ レ ー
ム に 固 定 し て い る た め 、 固 定 板 の 位 置 を 変 更 す る だ け で 、 金 属 フ レ ー ム に 対 す る 電 気 部 品
の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 回 路 基 板 の 位 置 調 整 が 容 易 で あ る た め 、 本 体 部 が
固 定 板 に 配 置 さ れ 端 子 部 が 回 路 基 板 に 半 田 付 け さ れ る 電 気 部 品 を 確 実 に 、 か つ 、 適 切 な 位
置 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 １ は 、 可 撓 性 を 有 す る 先 端 側 の 挿 入 部 ２ と
、 操 作 者 が 把 持 し て 内 視 鏡 の 動 作 を 制 御 す る 操 作 部 ３ と 、 こ の 操 作 部 ３ か ら 延 長 さ れ た ユ
ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ ４ と 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ ４ の 先 端 部 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ ６
と 、 を 有 し て い る 。 挿 入 部 ２ の 先 端 部 に は 対 物 光 学 系 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て い て 、 こ の
対 物 光 学 系 に よ る 像 は 、 挿 入 部 ２ 内 に 配 置 さ れ た 撮 像 素 子 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ （ 固 体 撮 像 素 子
） で デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 こ の デ ジ タ ル 信 号 は 、 挿 入 部 ２ 、 操 作 部 ３ 及 び ユ ニ バ ー
サ ル チ ュ ー ブ ４ に 挿 通 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル （ 不 図 示 ） を 介 し て コ ネ ク タ ６ に 導 か れ る 。
ま た 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 に は 照 明 窓 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ 、 こ の 照 明 窓 に 対 し て 照 明 光 を
伝 送 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル （ 不 図 示 ） が 、 挿 入 部 ２ 、 操 作 部 ３ 及 び ユ ニ バ ー
サ ル チ ュ ー ブ ４ に 挿 通 さ れ て コ ネ ク タ ６ に 導 か れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 コ ネ ク タ ６ に は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ に 接 続 さ れ る 接 続 プ ラ グ （ 不 図 示 ） が 収 容 さ れ た
プ ラ グ ケ ー ス ２ ０ と 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ 内 の 光 源 ユ ニ ッ ト （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ る ラ イ
ト ガ イ ド 差 し 込 み プ ラ グ ２ ３ と が 突 出 形 成 さ れ て い る 。 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ に は 、 こ の プ
ラ グ ケ ー ス ２ ０ と ラ イ ト ガ イ ド 差 し 込 み プ ラ グ ２ ３ に 対 応 す る 接 続 プ ラ グ と ラ イ ト ガ イ ド
差 込 み プ ラ グ （ と も に 不 図 示 ） が 設 け ら れ て い る 。 プ ラ グ ケ ー ス ２ ０ は 、 電 磁 ノ イ ズ を 遮
蔽 す る シ ー ル ド 機 能 を 付 与 し て あ る こ と が 好 ま し く 、 絶 縁 材 を 介 し て シ ー ル ド ケ ー ス ８ に
取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ 又 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ ６ は 、 外 殻 を 形 成 す る 合 成 樹 脂 製 の ア ウ タ ケ ー ス
７ と 、 こ の ア ウ タ ケ ー ス ７ 内 に 位 置 す る シ ー ル ド ケ ー ス （ 金 属 フ レ ー ム ） ８ を 有 し て い る
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。 シ ー ル ド ケ ー ス ８ は 四 角 形 状 の フ レ ー ム 板 ８ ０ と 、 内 面 の 一 部 が フ レ ー ム 板 ８ ０ の 外 面
の 一 部 に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る 中 空 の 略 四 角 柱 形 状 の 金 属 カ バ ー ８ ７ と を 有 す る 。 フ
レ ー ム 板 ８ ０ は 、 略 長 方 形 状 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ 加 工 し て 略 コ の 字 形 状 と し た も の で あ っ
て 、 鉛 直 方 向 （ 図 ２ 、 図 ３ の 上 下 方 向 ） に お い て 対 向 し て 配 置 さ れ る ２ 枚 の 平 板 ８ ０ ａ 、
８ ０ ｂ を 鉛 直 方 向 に 延 び る 平 板 ８ ０ ｃ で 接 続 し た 形 態 と さ れ て い る 。 金 属 カ バ ー ８ ７ は 、
略 長 方 形 状 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ 加 工 し て 中 空 の 略 四 角 柱 形 状 と し た も の で あ っ て 、 コ ネ ク
タ ６ の 厚 さ 方 向 （ 図 ３ の 左 右 方 向 ） に お い て 対 向 し て 配 置 さ れ る ２ 枚 の 平 板 の 両 端 面 を 厚
さ 方 向 に 延 び る 平 板 で そ れ ぞ れ 接 続 し た 形 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ レ ー ム 板 ８ ０ 内 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ を 走 査 し て 画 像 を デ ジ タ ル 信 号 と し て 取 り 込 む と と も に
Ｃ Ｃ Ｄ か ら の 微 小 信 号 を 増 幅 し て ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ に 出 力 す る 働 き を す る Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ
バ 基 板 （ 回 路 基 板 ） １ ４ と が 収 容 さ れ て い る 。 フ レ ー ム 板 ８ ０ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １
４ を 内 部 に 収 納 し た 後 、 シ ー ル ド ケ ー ス ８ の 一 部 を な す 金 属 カ バ ー ８ ７ で 施 蓋 さ れ 、 密 閉
さ れ る 。 よ っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ か ら 発 生 す る 電 磁 ノ イ ズ が シ ー ル ド ケ ー ス ８ か
ら 漏 れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ レ ー ム 板 ８ ０ の 内 面 に は 、 絶 縁 シ ー ト ３ ５ （ 例 え ば シ リ コ ー ン か ら な る シ ー ト や パ ッ
ド ） を 介 し て 発 熱 量 の 大 き い 電 気 部 品 ４ ０ （ 例 え ば ト ラ ン ジ ス タ ） が 接 触 固 定 さ れ た 固 定
板 ３ ０ が 、 ね じ 止 め 固 定 さ れ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 電 気 部 品 ４ ０ は 、 本 体 部 ４
１ が 絶 縁 シ ー ト ３ ５ を 挟 ん で 固 定 板 に ね じ 止 め さ れ 、 本 体 部 ４ １ か ら コ ネ ク タ ６ の 厚 さ 方
向 （ 図 ３ の 左 右 方 向 ） に 延 出 す る 端 子 部 ４ ２ （ 端 子 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ 、 ４ ２ ｃ ） が 半 田 付 け
に よ り Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ 上 の 所 定 の 電 気 部 品 と 導 通 し て い る 。 固 定 板 ３ ０ と 電 気 部
品 ４ ０ の 間 に 絶 縁 シ ー ト ３ ５ を 介 在 さ せ る こ と に よ り 、 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な
お 、 発 熱 量 の 大 き な 電 気 部 品 が 複 数 あ る 場 合 は 、 こ れ ら を 固 定 板 ３ ０ に ね じ 止 め 固 定 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 固 定 板 ３ ０ は 長 方 形 形 状 の 金 属 板 で あ っ て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 中 央 に 、 電 気
部 品 ４ ０ を 貫 通 す る 雄 ね じ ５ ０ を ね じ 止 め す る た め の 雌 ね じ ３ １ が 螺 刻 さ れ 、 雌 ね じ ３ １
の 両 側 に は 固 定 板 ３ ０ を フ レ ー ム 板 ８ ０ に 固 定 す る た め の ね じ ６ ２ 、 ６ ４ を 挿 通 さ せ る 長
孔 ３ ２ 、 ３ ３ が そ れ ぞ れ 穿 設 さ れ て い る 。 こ の 長 孔 ３ ２ 、 ３ ３ は 、 固 定 板 ３ ０ が フ レ ー ム
板 ８ ０ 上 に 配 置 さ れ た と き に コ ネ ク タ ６ の 厚 さ 方 向 （ 図 ３ の 左 右 方 向 ） に 延 び る よ う に 互
い に 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 あ ら か じ め 雄 ね じ ５ ０ を 雌 ね じ ３ １ に 螺 合 す る こ と に
よ り 電 気 部 品 ４ ０ が 固 定 さ れ た 固 定 板 ３ ０ は 、 長 孔 ３ ２ 、 ３ ３ に そ れ ぞ れ 挿 通 さ れ た ね じ
６ ２ 、 ６ ４ を 螺 合 す る こ と に よ り フ レ ー ム 板 ８ ０ に 固 定 さ れ る 。 こ の と き 、 固 定 板 ３ ０ は
、 長 孔 ３ ２ 、 ３ ３ の 形 状 に よ り 、 コ ネ ク タ ６ の 厚 さ 方 向 （ 図 ３ の 左 右 方 向 ） に お け る ね じ
６ ２ 、 ６ ４ に 対 す る 相 対 位 置 を 変 更 し て か ら フ レ ー ム 板 ８ ０ に 固 定 す る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 固 定 板 ３ ０ に 固 定 さ れ る 電 気 部 品 ４ ０ の フ レ ー ム 板 ８ ０ に 対 す る 相 対 位 置 を 調
整 す る こ と が で き る た め 、 端 子 部 ４ ２ を Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ に 半 田 付 け す べ き 位 置 に
、 電 気 部 品 ４ ０ を 容 易 か つ 正 確 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
フ レ ー ム 板 ８ ０ 、 金 属 カ バ ー ８ ７ 、 及 び 固 定 板 ３ ０ は 、 い ず れ も 、 鉄 の 基 材 上 に ニ ッ ケ ル
め っ き を 施 し た 材 料 か ら な り 、 こ の よ う な 熱 伝 導 性 の 高 い 部 材 に 電 気 部 品 ４ ０ を 接 触 さ せ
、 か つ 、 フ レ ー ム 板 ８ ０ 、 金 属 カ バ ー ８ ７ 、 及 び 固 定 板 ３ ０ を 互 い に 接 触 さ せ て お く こ と
に よ り 、 電 気 部 品 ４ ０ が 発 す る 熱 を 簡 単 な 構 成 で 容 易 に 拡 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に
よ り 、 フ レ ー ム 板 ８ ０ 内 の 温 度 上 昇 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 雄 ね じ ５ ０ 、 及 び ね
じ ６ ２ 、 ６ ４ も 鉄 の 基 材 上 に ニ ッ ケ ル め っ き を 施 し た 材 料 で 構 成 す る と 、 さ ら に 冷 却 効 率
が 高 く な る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 気 部 品 ４ ０ の 端 子 部 ４ ２ が 半 田 付 け さ れ る 略 正 方 形 の Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ
イ バ 基 板 １ ４ に は 、 ４ つ の 長 孔 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ 、 １ ６ ｄ が 、 そ れ ぞ れ コ ネ ク タ ６
の 奥 行 き 方 向 （ 図 ２ の 左 右 方 向 ） に 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の う ち 、 長 孔 １
６ ａ 、 １ ６ ｂ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ の 上 辺 １ ４ ａ の 両 端 付 近 の 同 じ 高 さ 位 置 に 配 置
さ れ 、 長 孔 １ ６ ｃ 、 １ ６ ｄ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ の 下 辺 １ ４ ｂ の 両 端 付 近 の 同 じ 高
さ 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ レ ー ム 板 ８ ０ の 平 板 ８ ０ ａ か ら は 、 鉛 直 下 方 に 延 び る 長 板 状 の 基 板 取 付 部 ８ ２ 、 ８ ３
が 、 長 孔 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ に そ れ ぞ れ 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 一 方 、 平 板 ８ ０ ｂ か
ら は 、 鉛 直 上 方 に 延 び る 長 板 状 の 基 板 取 付 部 ８ ４ 、 ８ ５ が 、 長 孔 １ ６ ｃ 、 １ ６ ｄ に そ れ ぞ
れ 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 基 板 取 付 部 ８ ２ ～ ８ ５ に は 、 長 孔 １ ６ ａ ～ １ ６ ｄ を そ
れ ぞ れ 貫 通 す る 雄 ね じ ５ ２ ～ ５ ５ を ね じ 止 め す る た め の 雌 ね じ ８ ２ ａ 、 ８ ３ ａ 、 ８ ４ ａ 、
８ ５ ａ が そ れ ぞ れ 螺 刻 さ れ て い る 。 な お 、 基 板 取 付 部 ８ ２ ～ ８ ５ は 、 フ レ ー ム 板 ８ ０ と 接
触 し て い れ ば 、 フ レ ー ム 板 ８ ０ と は 別 の 部 材 で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ は 、 長 孔 １ ６ ａ ～ １ ６ ｄ に 挿 通 さ れ
た 雄 ね じ ５ ２ ～ ５ ４ を 雌 ね じ ８ ２ ａ ～ ８ ５ ａ に そ れ ぞ れ 螺 合 す る こ と に よ り 基 板 取 付 部 ８
２ ～ ８ ５ に 固 定 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ は 、 長 孔 １ ６ ａ ～ １ ６ ｄ の 形
状 に よ り 、 コ ネ ク タ ６ の 奥 行 き 方 向 に お け る 雄 ね じ ５ ２ ～ ５ ４ に 対 す る 相 対 位 置 を 変 更 し
て か ら 基 板 取 付 部 ８ ２ ～ ８ ５ に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 端 子 部 ４ ２ を Ｃ Ｃ Ｄ
ド ラ イ バ 基 板 １ ４ の 所 定 位 置 に 正 確 に 半 田 付 け で き る よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 １ ４ を
容 易 か つ 確 実 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 コ ネ ク タ ６ の ア ウ タ ケ ー ス ７ に は 、 吸 引 ニ ッ プ ル ９ 、 送 気 送 水 口 １ ０ 、 帰 還 端 子 １ １ 、
圧 力 調 節 弁 １ ２ が 設 け ら れ て い る （ 図 １ 又 は 図 ２ 参 照 ） 。 吸 引 ニ ッ プ ル ９ は 外 部 の 図 示 し
な い 吸 引 機 構 に 接 続 さ れ る も の で 、 そ の 先 端 部 は 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ ４ 、 操 作 部 ３ 及
び 挿 入 部 ２ に 挿 通 さ れ 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 図 示 し な い 吸 引 チ ャ ン ネ ル に 接 続 さ れ て い る
。 送 気 送 水 口 １ ０ は 、 外 部 の 送 気 送 水 源 に 接 続 さ れ る も の で 、 そ の 先 端 部 は 、 同 様 に ユ ニ
バ ー サ ル チ ュ ー ブ ４ 、 操 作 部 ３ 及 び 挿 入 部 ２ に 挿 通 さ れ 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 対 物 光 学 系
の 観 察 窓 （ 対 物 レ ン ズ ） 表 面 に 対 向 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル に 接 続 さ れ て い る 。 帰 還 端 子 １ １
は 、 高 周 波 電 力 を 使 用 す る 処 置 具 例 え ば 電 気 メ ス の 使 用 時 の 安 全 を 確 保 す る た め に 設 け ら
れ て い る 。 圧 力 調 節 弁 １ ２ は 、 内 視 鏡 内 部 と 内 視 鏡 外 部 と の 圧 力 を 同 等 に す る た め に 設 け
ら れ た 調 整 弁 で あ っ て 、 例 え ば Ｅ Ｏ Ｇ 減 菌 や オ ー ト ク レ ー プ 減 菌 を 行 な う 場 合 に 操 作 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ に は 、 接 続 プ ラ グ （ 不 図 示 ） と ラ イ ト ガ イ ド 差 し 込 み プ ラ グ ２ ３ に
対 応 す る 接 続 プ ラ グ と ラ イ ト ガ イ ド 差 込 み プ ラ グ （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て お り 、 コ ネ ク タ
６ を ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ に 接 続 す る と 、 接 続 プ ラ グ と こ れ ら プ ラ グ 間 で の 接 続 が 完 了 し て
、 光 源 ユ ニ ッ ト か ら の 光 が 照 明 窓 へ 、 対 物 光 学 系 に よ る 画 像 信 号 が ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ に
そ れ ぞ れ コ ネ ク タ ６ を 介 し て 導 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 対 物 光 学 系 に よ る 画 像 を 電 気 信 号 に 変 換 す る た め の Ｃ Ｃ Ｄ に 対 応
さ せ て Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 を 用 い て い た が 、 Ｃ Ｃ Ｄ に 代 る 素 子 （ 例 え ば Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ 相 補 型
金 属 酸 化 膜 半 導 体 ） セ ン サ ） を 用 い た 場 合 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 に 代 る 回 路 基 板 が 用
い ら れ る が 、 こ の 場 合 も 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ レ ー ム 板 ８ ０ と 電 気 部 品 ４ ０ と の 間 に 、 絶 縁 シ ー ト の 両 面 又 は 片 面 に 放 熱 用 シ リ コ ー
ン を 塗 布 す る と 、 冷 却 効 果 が 向 上 す る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 本 発 明 に つ い て 上 記 実 施 形 態 を 参 照 し つ つ 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 改 良 の 目 的 ま た は 本 発 明 の 思 想 の 範 囲 内 に お い て 改 良 ま た は 変 更 が 可
能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 の 構 成 を 示 す 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け た コ ネ ク
タ を 示 す 一 部 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る 基 板 取 付 部 及 び Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 に 設
け た 長 孔 の 配 置 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 固 定 板 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 電 気 部 品 を 取 り 付 け た 固 定 板 を シ ー ル ド ケ ー ス に 固 定 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 　 　 電 子 内 視 鏡
４ 　 　 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
５ 　 　 　 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ
６ 　 　 　 コ ネ ク タ
７ 　 　 　 ア ウ タ ケ ー ス
８ 　 　 　 シ ー ル ド ケ ー ス （ 金 属 フ レ ー ム ）
１ ４ 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ 基 板 （ 回 路 基 板 ）
１ ６ ａ ～ １ ６ ｄ 　 長 孔
２ ３ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド 差 込 み プ ラ グ
３ ０ 　 　 固 定 板
３ １ 　 　 雌 ね じ
３ ２ 　 　 長 孔
３ ３ 　 　 長 孔
４ ０ 　 　 電 気 部 品 （ 電 子 部 品 ）
４ １ 　 　 本 体 部
４ ２ 　 　 端 子 部
５ ０ 　 　 雄 ね じ
５ ２ ～ ５ ５ 　 雄 ね じ
６ ２ 　 　 ね じ
６ ４ 　 　 ね じ
８ ０ 　 　 フ レ ー ム 板
８ ２ ～ ８ ５ 　 基 板 取 付 部
８ ７ 　 　 金 属 カ バ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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量，具有高性能并且不会由于电子部件的发热而引起异常操作的电子部
件。 解决方案：一种连接器，该连接器设置在从操作部分伸出的通用管
的末端部分，并且可从视频处理器上卸下，该连接器具有容纳在外壳中
的金属框架和至少一个电气组件。 固定板和金属框架设置有固定板，该
固定板保持装置的主体并旋拧到金属框架；以及电路板，该电路板旋入
金属框架并焊接有电子部件的端子部分。 将用于固定的螺钉插入固定板
上的长孔中，以使固定板相对于金属框架相对运动，并且用于固定电路
板的螺钉使得电路板相对于金属框架相对运动。 将其插入设置在电路板
上的细长孔中。 [选择图]图2
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